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エ コマークは (財)日本環境協会が自主的に運営し ている事

業です。エコマークの活動予算は、すべて認定企業の皆様か

らのエ コマーク使用料および商品認定申込者の皆様からの

商品認定審査料でまかなわれています。 「エコマークニュー

ス」 では、 「エコマーク事業実施要領」 に基づき、 エコマーク

事業に関する情報を提供し ています。

認定基準に関するお知らせ

認定基準の制定

　 以下の認定基準が制定されま し たので、 お知らせいた し ます。

◆認定基準は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ.ｈｔｍｌ） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

１４６ まほ う びん Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０ （新基準） ２０１０ 年 ９ 月 １ 日 ２０１７ 年 ８ 月 ３１ 日

■商品類型 Ｎｏ.１４６ 「まほう びん Vers i on１.０」

〈認定基準制定の背景〉

　 近年、 消費者の環境意識や節約志向の高ま り から、

ステン レ ス製まほ う びんの携帯用ボ ト ルや、 弁当用ジ

ャーを持ち歩 く 人が増えてお り 、 フ ァ ッ シ ョ ン性など

で も話題を呼んでいます。 こ う し た行動は、 マイバッ

グ持参運動のよ う に、 一人ひと り が実行でき る身近な

環境配慮行動です。 　　 　 　 　 　 　　（次ページに続 く ）

(財)日本環境協会は、エコマーク事業開始21 年目を迎えた今年、表彰制度「エコマークアワード」を創設し

ました。本表彰制度は、エコマーク商品をはじめとする環境配慮型商品（以下、エコマーク商品等）の製造や

販売あるいは普及啓発を通じて、エコマーク事業の目的である「消費者の環境を意識した商品選択、企業の環

境改善努力による、持続可能な社会の形成」に向けて積極的に活動している企業・団体等の特に優れた取り組

みを表彰し、広く公表することにより、エコマーク商品等のより一層の普及拡大を通じて、持続可能な社会の

実現に寄与することを目的としています。第１回となる今回の募集概要は以下のとおりです。

〈表彰について〉

・選考審査の結果、特に優れた取り組みであると認められた応募企業・団体に対し、「エコマークコミュニケー

ションフォーラム」（2011 年 2 月上旬 東京開催予定）にて表彰を行います。

・賞は下記のとおりで、賞状および記念盾の授与を予定しています。

エコマークアワード　金賞（1 件）、銀賞（3～4 件）、奨励賞（2～3 件）

〈募集について〉

・募集対象：「エコマーク認定商品保有企業（エコマーク使用契約者）」もしくは「エコマーク商品等の普及に

貢献している企業、団体」

・募集期間：　2010 年10 月18 日（月）～11 月 30 日（火） （消印有効）

◆応募方法、選考方法、スケジュール等の詳細については、ホームページ（http: / / www.ecomark. jp /

award2010.html）をご覧ください。
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◆改定点の詳細については、 （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｅｃｏｎｅｗｓ.ｈｔｍｌ#ｎｏ８２_２） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 改定日 改定のポイ ン ト

１４４
革製衣料品 ・ 手袋 ・ ベル ト

Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０
２０１０ 年 ９ 月 １ 日

帽子の革材料における強度 ・ 耐久性基準については、

「伸び」 の適用を除外

認定基準の改定

　 以下の認定基準の軽微な改定を行いま し たので、 お知らせいた し ます （Ｖｅｒｓｉｏｎ は改定前のもの）。

認定基準案の公表およびパブリ ッ ク コ メ ン トの受付

　 以下の認定基準案の公表およびパブ リ ッ ク コ メ ン ト の受付を行っていますので、 お知らせいたし ます。

◆認定基準案、 パブ リ ッ ク コ メ ン ト の受付については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ２.ｈｔｍｌ） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 公表期間 （３０ 日間）

新規 損害保険 Ｖｅｒｓｉｏｎ １.０ 分類 A  自動車保険 ２０１０ 年 ９ 月 ３０ 日～２０１０ 年 １０ 月 ２９ 日

運営委員会 （第 ２５ 回）

　 第２５回運営委員会が、 ２０１０年１０月１日に開催され

ま し た。 報告事項は以下の とお り です。

〈報告事項〉

１．平成 ２２ 年度エ コ マー ク 事業の進捗状況について

（報告）

２．平成 ２１ 年度エコマーク事業収支決算報告

３．エコマーク表示方法の見直しについて

４．表彰 ・ 講演会の開催について （Ｐ.１ 参照）

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｕｎｅｉ_

ｉｎｆｏ.ｈｔｍｌ#２５） をご覧 く ださい。

「まほ う びん」 の認定基準は、 湯沸か しや調理など

にかかるエネルギー消費量の削減につながる断熱性の

高い調理器具にエコマーク を付与し て消費者に推奨す

る こ と によ り 、 国民一人ひと り の環境に配慮し た行動

につなげてい く こ と を目的と し ています。

委員会報告

基準審議委員会 （第 ２ 回）

　 第２回基準審議委員会が２０１０年８月３０日に開催さ

れま し た。 審議 ・ 報告事項は以下の とお り です。

〈審議事項〉

１．エ コ マーク 商品類型 （認定基準） 案について （Ｐ.２

参照）

　 （１） 「損害保険 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」

２．エコ マーク商品類型 （認定基準） の軽微な改定につ

いて （Ｐ.２ 参照）

　 （１） Ｎｏ.１０４ 「家庭用繊維製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.７」

　 （２） Ｎｏ.１１７ 「複写機 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.８」

　 （３） Ｎｏ.１４４ 「革製衣料品 ・ 手袋 ・ ベル ト Ｖｅｒｓｉｏｎ

１.０」

〈報告事項〉

３．エ コ マーク商品類型 No.１４６ 「まほ う びん Ｖｅｒｓｉｏｎ　

１.０」 の基準制定について （Ｐ.１ 参照）

４．日韓の相互認証の契約締結について （Ｐ.４ 参照）

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｅｃｏｎｅｗｓ.

ｈｔｍｌ#ｂ８２） をご覧 く ださい。



３

エコマークニュース No.82

新 認定商品のご紹介

エコマーク認定のプロジェ ク タが市場に登場

　 近年、 プロ ジェ ク タはビジネスや教育現場での活用

機会が増え る と と もに、 一般消費者向け市場で も ホー

ムシア ターなどの用途で利用が広がっています。 しか

し、 省エネ ラベ リ ング制度やグ リ ーン購入法など国内

の規格や法令等の対象と なっていないため、 省エネ性

能等に関する環境基準が設定されていません。

　 こ う し た状況を踏まえ、 エコマーク では消費電力低

減のほか、 省資源設計、 有害化学物質の使用抑制な

ど、 製品のラ イ フサイ クル全体の環境負荷低減の観点

か ら認定基準の検討を行い、 ２０１０ 年 ７ 月に新規商品

類型Ｎｏ.１４５ 「プロ ジェ ク タ Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」 を制定し ま

し た。 これを受け、 本商品類型において ２ 社の認定商

品が誕生し ま し た。

■ ６ 機種が第１号認定を取得――エプソン販売(株)

　 エプソ ン販売(株) では、 消費者が環境配慮商品を容

易に識別 ・ 選択でき る表示と してエコマーク を重視し、

これまでプ リ ン タや ト ナー／イ ン ク カー ト リ ッ ジなど

において認定を取得し て き ま し た。 こ う し た考え方に

立ち、 プロジェ ク タの認定基準が制定されたのを機に、

６ 機種の製品について本商品類型 と し て最初の認定を

取得し ま した （認定番号 １０ １４５ ００１～００６）。

　 今回認定を取得し たプロ ジェ ク タは、 待機電力の低

減をはじめ とする省エネ性、 外装ケースにおけるハロ

ゲン系難燃剤の不使用、 外装ケースの一部無塗装など

の面で環境配慮を行 う と と もに、 商品の小型 ・ 軽量化

によ り 資源消費や輸送時、 使用後における環境負荷の

抑制を図っています。 商品のコ ンパク ト 化と光利用効

率などの機能面や環境性能をいかに両立させるか、 と

いった課題を ク リ ア し、 エコマーク の認定取得に至 り

ま し た。

　 同社では、 オフ ィ ス機器等の環境配慮に対するユー

ザーのニーズを背景に、 商品選択におけるエコマーク

の重要性が高ま っている と の認識から、 今後も環境負

荷の少ない製品の開発に注力する と と もに、 エコマー

ク の認定取得に積極的に取 り 組んでい く 考えです。

◆エプソ ンのビジネスプロ ジェ ク タのウ ェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｐｓｏｎ.ｊｐ/ｐｒｏｄｕｃｔｓ/ｏｆｆｉｒｉｏ/ｅｍｐ/

■非水銀ラ ンプ光源を開発――カシオ計算機(株)

　 これまで、 ソーラー電卓やプ リ ン タ などにおいてエ

コ マーク 認定を取得し てい る カシオ計算機(株) では、

このほど ２ 機種 （８ モデル） のプロジェ ク タについて認

定を取得し ま し た （認定番号 １０ １４５ ００８～００９）。

　 同社では、 プロ ジェ ク タが紙資源の節約などの面で

環境負荷低減効果が期待でき る一方で、 光源のラ ンプ

が有害物質であ る水銀を含んでいる点に着目し、 従来

の常識を覆す 「非水銀ラ ンプ光源」 を用いた高輝度プ

ロ ジェ ク タの開発に取 り 組みま し た。

　 水銀フ リ ーの光源の実現には、 レーザー、 ＬＥＤなど

の半導体光源デバイ スの採用が不可欠と な り ます。 会

議や授業などでの使用に求められる高輝度を確保する

ためには、 色の三原色 （赤、 青、 緑） の中で も最も明

る さ に寄与する緑色光の高出力化が極めて重要であ

り 、 同社では試行錯誤を重ねた結果、 独自の技術によ

り 半導体光源によ る高出力の緑色光を実現し ま し た。

　 認定を受けたプロ ジェ ク タは、 水銀フ リ ーや光源寿

命の長さ、 商品の小型 ・ 薄型化などの特長から、 環境

問題に積極的に取 り 組んでいる法人ユーザーなどから

高い評価を得てお り 、 同社では今後、 製品ラ イ ンア ッ

プの拡充を図る と と もに、 環境配慮のさ ら な る充実と

エコマーク の取得に力を入れてい く 方針です。

◆カシオ計算機(株) のプロ ジェ ク タのウ ェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｃａｓｉｏ.ｊｐ/ｐｒｏｊｅｃｔｏｒ/

エコマーク認定のエプソン 「オフ ィ リオ

プロジェ ク ター EB-1775W」

エコマーク認定のカシオ計算機(株)

「グリーンスリムプロジェ ク ター XJ-A155V」
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お知らせ

エコマーク ―韓国環境ラベル 相互認証を本格スタート

　 エコマーク事務局は８月１８日、韓国環境ラベルを運

営する韓国環境産業技術研究院 と の間で、 「複写機／

プ リ ン タ」 分野における相互認証協定＊ を締結し ま し

た。 本協定の締結に基づき、 日本国内での 「複写機／

プ リ ン タ」 に関する相互認証申込受付を ９ 月 １ 日に開

始し ま し た。

　 また両者は、 相互認証の手順および運用の規則に関

する合意書も締結し ま し た。 これによ り 、 日韓の環境

ラベルの相互認証が本格的にスタート する こ と とな り 、

両国の企業によ る、 相手国の環境ラベルの認証取得の

促進が期待されます。

　 詳細については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｓｏｕｇｏ.

ｈｔｍｌ） をご覧下さい。

＊相互認証協定 （Ｍｕｔｕａｌ Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ Ａｇｒｅｅｍｅｎｔ ：

ＭＲＡ） について

相手国の環境ラベルの審査 （ も し く はその一部分）

を自国の環境ラベル機関で実施する こ と を可能とす

る、 二国以上の国の間で締結される協定。

「エコマーク表示」 に関するアンケートの結果

　 去る ７ 月、 エコマーク商品／支払担当者の皆様にご

協力をお願いし ま し た 「エコマーク表示」 に関する ア

ンケー ト に、 多数のご回答をいただき あ り が と う ござ

いま し た。 アンケー ト 結果を踏まえ、 マーク表示方法

について検討を進めています。 アンケー ト の結果は、

（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｐｄｆ/ｅｎｑｕｅｔｅ_１００８３１.

ｐｄｆ） に掲載し ています。

相互認証協定の調印式の様子

エコマーク メールマガジンのご案内

　 エ コ マー ク 事務局では毎月 １ 回、 メ ールマガジ ン

「エコマーク広報」 を配信し ています。 「エコマーク広

報」 には、 エコマーク の認定基準や使用契約に関する

お知らせをはじめ、 会議 ・ イベン ト 情報や関係団体か

ら の告知など、 幅広い情報を掲載し ています。

　 ご購読を希望される方は、 エコマーク事務局ホーム

ページ （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｅｃｏ_ｍａｉｌ/ ｉｎｄｅｘ.

ｈｔｍｌ） よ り 登録をお願いいた し ます。


